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＜新発田市立七葉中学校＞
　

ふるさと新潟防災教育　自校化プラン

学 校・ 児 童 生
徒・ 地 域 等 の
実態
※地域の優先
ハザード

・校区は平場と山間地、またその中間にあたる地形が広がっている。特に豪雨時
　について土壌雨量がある一定量を超えると、急傾斜地となっている部分を中心
　に土砂災害が起こりやすいことから、土砂災害の警戒指定区域になっていると
　ころが多い。
・国道２９０号線に沿って、土石流危険区域とともに、崖崩れ（急傾斜地崩壊）
　危険箇所が入り交じって点在している。

保護者・地域・
教職員等の願
い

・災害等が発生した場合、安全に配慮しながら適切に行動してほしい。
・過去に起きた下越水害、羽越水害の経験や教訓を忘れず、語り継いでほしい。

防災教育にお
いて目指す児
童生徒像

・災害時における危険を認識し、日常的な備えとともに状況に応じて、的確な判
　断をして自らの安全確保をするための行動ができる。
・災害発生時、事後において、命の大切さや相手を思い、進んで他の人々や地域
　のための安全確保に役立とうとする心を育てる。
・自然災害発生のメカニズム、地域の災害の歴史、地域の自然環境、災害や防災
　についての基礎的基本的事項を理解できる。

補助交付期間
に実施した主
な取組

　非常災害時に、自他の安全のため適正な判断をもって、秩序を守り、冷静沈着
かつ敏速に行動できる能力を養おう
・第一回避難訓練（民家からの延焼を想定した避難訓練）
・第一回地域防災講話（地域の有識者から学ぶ下越水害、羽越水害からの教訓）
・救急方法研修会 ( 心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法の習得 )
・第二回避難訓練（地震を想定した避難訓練）
・第二回地域防災講話（災害派遣に携われた方から学ぶ東日本大震災の教訓）

自校プランの
内容

・外部講師を招いての「地域防災教育」の実施
・年２回の避難訓練（火災・地震）
・心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法の習得

自校プランを
継続するため
の方策

１ 災害に対する理解
　　自然災害のメカニズム、災害時の危険、地域の自然環境・災害の要因、
　県内・地元の過去の災害の歴史、想定外に目を向けられる学習
２ 災害対応能力の育成
　　迅速・的確な避難行動について、日常の備えについて、応急措置の方法、
　施設設備の点検・搬出・消火
３ 災害時の人としてのあり方
　　生命の大切さ、思いやり、やさしさの大切さ、心の健康について、
　ボランティア活動への意欲・参加
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第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年

　 第 １ 回 避 難 訓 練 （ 火 災 ） ・ 第 １ 回 地 域 防 災 講 話

　 第 ２ 回 避 難 訓 練 （ 地 震 ） ・ 第 ２ 回 地 域 防 災 講 話

　 台 風 等 の 災 害 と

　 防 止 対 策

　 Ａ Ｅ Ｄ を 含 む

　 救 急 法

　 台 風 ・ 洪 水 の

　 メ カ ニ ズ ム

　 防 災 の 歴 史 と

　 土 砂 災 害

　 地 域 災 害 の 歴 史 と

　 貢 献 活 動

　 防 災 の 観 点 か ら 見

　 た 世 界 の 地 域

　 応 急 処 置 の 仕 方

　 大 地 の 成 り 立 ち と

　 変 化
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（１）事業名 地域の災害の歴史と教訓を学び、命を守る活動

（２）実践報告

実践内容及び
児童生徒の様
子

（実施内容）
・地域の有識者を招いての講話「昭和 41 年の下越水害、昭和 42 年の羽越水害か
　らの教訓を学ぼう」
・災害派遣に携われた方から学ぶ東日本大震災の教訓
・救急方法を学ぶ研修会 ( 心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法の習得 )

（生徒の様子）
・校区も河川の決壊や土砂災害で大きな被害があったことを詳しく知ることで、
　防災の重要性を再認識した。
・被災場所での「自助、共助、公助」が大きな力になることを学んだ。
・心肺蘇生法とＡＥＤが大切な命を救う重要性を学んだ。

成果と今後の
課題

○生徒の防災に対する意識の高揚と知識の獲得
○自校化につながる防災教育プログラムのデータや実践の蓄積
▲学校・家庭、地域住民との防災に関する絆の強化
▲地域の防災マップの活用

実践の様子

実践報告書

第１回地域防災講話

第２回地域防災講話

心肺蘇生の講習会

屋外での心肺蘇生の講習
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＜新発田市立東中学校＞
　

ふるさと新潟防災教育　自校化プラン

学 校・ 児 童 生
徒・ 地 域 等 の
実態
※地域の優先
ハザード

【学校】学校は、海抜 21 ｍの小丘高の上に立地している。近傍に、小学校があり
災害時は避難所となる。

【地域】新発田市の南東部に位置し、学区は北西から 18.5㎞、北から南西 10㎞、
総面積 213.59 平方㎞と広大な地域である。学区には、五十公野地区、米倉・赤谷
地区、松浦地区の 3 地区がある。校区は、山間地に当たる所が多く、豪雨時につ
いて土壌雨量がある一定量を超えると、急傾斜となっている部分を中心に、土砂
災害が起きやすい所がある。赤谷サイクリングロード沿いに、地滑りが起きやす
い箇所がある。

【生徒の実態】学区が広いため、遠距離通学の生徒が多い。通学方法は、路線バス、
スクールバス、自転車、徒歩と多様である。

保護者・地域・
教職員等の願
い

○災害が起きた時に、安全に配慮しながら、適切に行動をしてほしい。
○自分の身は自分で守る「危険回避能力」を身につけてほしい。

防災教育にお
いて目指す児
童生徒像

○いつ・どこで・起こるか分からない「災害」が発生した時に、状況に応じて的
　確な判断をして自らの安全確保をするための行動ができる。
○災害発生時、事後において、命の大切さや相手を思いやり、進んで他の人々や
　地域のための安全確保に役立とうとする心を育てる。

補助交付期間
に実施した主
な取組

○第１回　避難訓練（５月）地震を想定した避難訓練
○第１回　防災教室（５月）身近な場所で災害が起きた時の危険と回避方法
○第２回　避難訓練（１１月）火事を想定した避難訓練
○第２回　防災教室（１１月）避難所運営　中学生にできることは？
　※ 防災教室：ふるさと未来創造堂　中川さんより講演・ワークショップ
　※ 避難訓練：今年度、防火シャッターを設置に伴い、避難経路を見直した防火
　　 シャッターを作動させ、新しい経路で訓練を実施した。

自校プランの
内容

○年２回の避難訓練（地震・火災）
○防災教室の実施（自校で準備したカリキュラムで地震・火災を実施）
○新潟県防災教育プログラム
 （１年：洪水・土砂災害　２年：津波・雪災害　３年：原子力災害）

自校プランを
継続するため
の方策

○新潟県防災教育プログラムや防災教室を年間計画や教育計画の中に位置づける
　ことを検討し、可能なものから実施していく。
○外部講師や防災関係機関との連携を密にし、参加・助言を頂く。
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　 第 １ 回　 避 難 訓 練　 【 地 震 】

　 第 ２ 回　 避 難 訓 練　 【 火 事 】

　 第 １ 回　 防 災 教 室　 【 地 震 】

　 第 ２ 回　 防 災 教 室　 【 火 事 】
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（１）事業名 防災教室

（２）実践報告

実践内容及び
児童生徒の様
子

（実施の内容）
・地震によるまちの被害や家の中の被害と身の守り方について
・災害時の危険箇所について（学校内・登下校中）
・災害時の避難所運営について

（生徒の様子）
・災害が発生した瞬間に、身を守る行動をすることの難しさを知り、身を守るた
　めの方法を話合いながら学んだ。
・学校が避難所になった時の課題を知り、中学生ができることは何か具体的に学
　んだ。

成果と今後の
課題

○災害が起きた時に、自分の身を自分で守らなければいけないという災害への心
　構えを心に刻んだ。
○東中学校が災害時の避難所になることを周知することができた。その上で、中
　学生が、避難してきた地域住人に対してできることを具体的に考えることがで
　きた。
▲今年度の成果が来年度へと繋がるような防災教育のカリキュラムを設定する。

実践の様子

実践報告書

講師による地震の教育

第１回　防災教室

第２回　防災教室

避難所運営について
プライバシーの確保

避難所生活で困ること（左）
中学生にできること  （右）

プライバシーの確保
パーテーション作り

話合い活動「危険箇所はどこか」 新聞紙スリッパの作成
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